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弾性係数は炭素量 (WC+Coの 2 相域内で) WC 粒度には依存せず、専ら Co 相の体積率のみに依存
する。そして WC相が合金の体積の過半数を占め、しかも WC 相同志の接触の有無が論ぜられている
にもかかわらず、諸弾性係数は連続的な Co 相におおわれた WC粒子が分散していると考える模型に
もとづいて計算しうることを述べている。
第 3 章では、塑性変形におよぼす要因ならびに塑性変形機構(~ 5 x 10-5 / sec，の歪み速度で)に
ついて検討しており、この合金の塑性変形は、 WC 相同志の接触の有無が論ぜられているにもかかわ
らず、 WC 相ではおこらず Co 相でおこると述べている。そして降伏強さや変形抵抗は、 Co相の層間
厚さ(以下平均自由行程と称する)および合金中の含有炭素量の減少により上昇し、この降伏強さは













第 6 章では、回復機構について検討しており、変形後の回復はCof目で、おこり、純 Co にくらべてき








第 9 章では、第 2 章から 8 章までに得られた結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は、近年発達した TiC ， TaC などを含む WC-Co 系超硬合金と従来から使用されている高速
度鋼との聞に存在する使用領域の断層を埋める目的に開発した靭性に富む WC-Co 2 相超硬合金に関
するものであり、諸弾性係数が Co 結合相の体積率にのみ依存することにより、本合金が Co 結合相
におおわれた WC が分散している模型を想定し、逆にこの模型にもとづいて諸弾性係数を計算しうる
ことを明らかにしている。




TaCなどを含む WC-Co系超硬合金よりも寿命の長い超微粒子の WC-Co 2 相超合金を完成している。
以上の系統的な研究は、 WC-Co合金の強度と靭性に関する本質を周到に究明したものであり、学
術的に高く評価されるとともに、切削工具の用途拡大に寄与すること甚大で、ある。したがって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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